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2021 年度キリスト教⽂化研究所開催公開シンポジウム・研究会 
 

１．公開シンポジウム 
2021 年 12 ⽉ 4 ⽇（⼟）13：30〜16：00 
（＝宮城学院⼥⼦⼤学講堂より対⾯／YouTubelive 配信併⽤） 
「⽇本の次世代のこれから〜多様化する世界で活きよう〜」 
講師  ウスビ・サコ⽒（京都精華⼤学学⻑） 
共催   ⼈間⽂化学科／⼈間⽂化学会、現代ビジネス学科／現代ビジネス学会、 
⽣活⽂化デザイン学科／⽣活⽂化デザイン学会 
後援   宮城県教育委員会、仙台市教育委員会、河北新報、tbc 東北放送、 
khb 東⽇本放送、ミヤギテレビ、仙台放送 
・事前参加申込⼈数  ⼀般 YouTubelive 配信・アーカイブ視聴申込：115 名 
           本学学⽣・教職員申込：128 名 
・当⽇の参加者  対⾯での会場参加者：51 名、Web 最⼤再⽣：68 再⽣、48 接続 
・アーカイブ配信：視聴期間：12 ⽉ 8 ⽇（⽔）12：00〜12 ⽉ 15 ⽇（⽔）12:00 
再⽣回数：324 再⽣（参加申込者のみ限定公開） 
 
２-1．公開研究会 
◆第１回公開研究会（キリスト教⽂化研究所・発達科学研究所合同新所員紹介研究
会） 
2021 年 6 ⽉ 11 ⽇（⾦）に開催を予定しておりましたが、コロナ感染対策等の諸事情
により延期 
 
◆第 2 回公開研究会（キリスト教⽂化研究所新所員紹介研究会）（参加者 9 名） 
2021 年 6 ⽉ 30 ⽇（⽔）14：40〜16：10（本学⼈⽂館四階Ａ405） 
報告 悲嘆（グリーフ）ケアと社会倫理」 
報告者 松本 周⽒（宮城学院⼥⼦⼤学⼀般教育部准教授・⽇本キリスト教団牧師） 
 
◆第 3 回公開研究会（キリスト教⽂化研究所・発達科学研究所・⼈⽂社会科学研究所
合同新所員紹介研究会）（参加者 11 名） 
2021 年 7 ⽉ 16 ⽇（⾦）16 時 20 分〜17 時 50 分（本学講義館四階Ｃ403） 
 報告 「⽇本語演習』におけるアクティブラーニング 

−なりきり「ゆるキャラ」の事例を通してー 
報告者 早⽮仕 智⼦（宮城学院⼥⼦⼤学⼀般教育部教授） 
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2-2．共同研究「多⺠族社会における宗教と⽂化」主催公開研究会 
◆第 1 回公開研究会（参加者 7 名） 
⽇ 時 2021 年 9 ⽉ 15 ⽇（⽔）14：40〜16：10（＝オンライン Zoom） 
報 告 混迷するタイ政治の現在」 
報告者 ⽔上祐⼆⽒（タマサート⼤学政治学部研究員、元在タイ⽇本⼤使館⼆等書記
官、元チェンマイ⼤学⽂学部専任講師） 
◆第 2 回公開研究会（参加者 14 名） 
「コロナ禍のヨーロッパ」 
⽇ 時 2021 年 10 ⽉ 28 ⽇（⽊）16：20〜17：50（本学講義館四階Ｃ403 ） 
報告Ⅰ イタリアの事例から 
報告者 堀籠莉奈⽒（本学卒業⽣・元在イタリア⽇本国⼤使館在外公館派遣員） 
報告Ⅱ フランスの事例から 
報告者 間瀬幸江⽒（宮城学院⼥⼦⼤学⼀般教育部准教授） 
◆第 3 回公開研究会（参加者 22 名） 
「ルーツを考える」 
⽇ 時 2021 年 11 ⽉ 26 ⽇（⾦） 15：00〜17：30（＝オンライン Zoom） 
報告Ⅰ 狭間で⽴ち尽くす−サイレントアイヌの経験と⽇本の⼈種的透明性 
報告者 ⽯原真⾐⽒（北海道⼤学アイヌ・先住⺠研究センター助教） 
報告Ⅱ 複数の Rootsを交差させる研究活働試論 
報告者 永⽥貴聖⽒（宮城学院⼥⼦⼤学現代ビジネス学科准教授） 
リプライ・コメント 
下地ローレンス吉孝⽒（「ハーフ」研究 社会学 ハワイ⼤学研究員） 
◆第 4 回公開研究会（参加者 12 名） 
「コロナ禍のヨーロッパⅡ」 
⽇ 時 2021 年 12 ⽉ 16 ⽇（⽊） 16：20〜17：50（本学講義館四階Ｃ403） 
報 告 コロナ禍フランスの⼤学⽣活〜2020 年度の新聞記事から〜 
報告者 間瀬幸江⽒ 
（宮城学院⼥⼦⼤学⼀般教育部准教授 2020 年度リヨン第⼆⼤学招聘研究員） 
◆第 5 回公開研究会（参加者 37 名） 
「⾹港の⾃由の⾏⽅」 
⽇ 時 2022 年 2 ⽉ 24 ⽇（⾦）14：40〜17：50（＝オンライン Zoom） 
報告Ⅰ ⾹港危機と⾹港のこれから 
報告者 倉⽥徹⽒（⽴教⼤学教授、現代⾹港政治） 
報告Ⅱ カエサルとキリスト：中国式愛国主義に向き合う⾹港のキリスト教 
報告者 松⾕曄介⽒（⾦城学院⼤学准教授、中国キリスト教史） 
司 会 松本周（宮城学院⼥⼦⼤学⼀般教育部准教授） 
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◆第 6 回公開研究会（参加者 24 名） 
「ルーツを考えるⅡ」 
⽇ 時 2022 年 3 ⽉ 9 ⽇（⽔）14：00〜16：20 
（対⾯/オンライン ZOOM併⽤（対⾯定員 20 名/ZOOM定員 100 名） 
対⾯会場:本学講義館 4 階 C403 
報告Ⅰ 東北の関⻄⼈のダイアローグ̶移動とことばを巡って 
報告者 川⼝幸⼤⽒（東北⼤学⽂学研究科 教授） 

津川千加⼦⽒（独⽴研究者） 
報告Ⅱ ルーツを⾒つめ直す異⽂化経験 

̶京都の農村を通して理解するジャカルタの集落 
報告者 中村昇平⽒（京都⼤学東南アジア地域研究研究所・連携研究員） 
司 会 永⽥貴聖⽒（宮城学院⼥⼦⼤学現代ビジネス学科准教授） 
 
◆第７回公開研究会（共催 現代ビジネス学科 永⽥貴聖研究室）（参加者 10 名） 
「ルーツを考えるⅢ」 
⽇時 2022 年 3 ⽉ 26 ⽇（⼟）14：00〜16：30 
研究会テーマ：何と何をつなげて考えれば良いのか 

ー在⽇コリアンのフィールドワーク 20 年をふりかえるー 
講師 川端浩平 ⽒（津⽥塾⼤学 学芸学部准教授） 
司会 永⽥貴聖（現代ビジネス学科 准教授） 
場所 本学講義館４階 C401 教室 
 


